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一
概

況

国
定
公
園
面
河
漠
が
、
霊
峰
石
鎚
山
の
庭
園
の
よ
う
な
も
の
で
、
町
内
に
点
在
す

る
幾
多
の
観
光
資
源
も
ま
た
、
面
河
漢
の
前
庭
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
郡

内
に
散
在
す
る
観
光
施
設
、
四
国
カ
ル
ス
ト
を
は
じ
め
八
釜
の
欧
穴
群
、
美
川
ス

キ
ー
場
、
小
田
深
山
の
渓
流
等
々
の
開
発
が
、
久
万
町
の
今
後
の
観
光
開
発
に
も
大

き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
郡
内
の
ど
こ
の
町
村
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
い
え
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
て
、
昭
和
三
〇
年
に
上
浮
穴
都
全
域

の
観
光
開
発
を
有
機
的
に
推
進
し
て
い
こ
う
と

「
大
面
河
観
光
協
会
」

が
発
足
し
、

事
務
局
を
町
村
長
会
内
に
置
い
た
。

豊
か
な
自
然
と
夏
の
涼
し
さ
か
ら
、
久
万
町
は

「
伊
予
の
軽
井
沢
」
と
い
わ
れ
る

が
、
観
光
的
に
は
四
国
八
八
か
寺
の
巡
拝
コ
ー
ス
が
主
で
、
い
わ
ば
通
過
型
の
観
光

で
あ
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
観
光
も
様
変
わ
り
し
、
滞
在
型
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
へ
の
要
望
が
高
く
な
り
、
四
〇
年
代
に
入
る
と
そ
う
し
た
施
設
の
建
設

が
急
増
し
は
じ
め
、
そ
れ
に
伴
っ
て
民
宿
も
ま
た
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
き
た
。
ま

た
、
農
林
業
の
あ
り
方
も
商
業
ベ
ー
ス
に
の
ろ
方
向
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

観
光
産
業
の
発
展
は
ま
ず
道
路
網
で
あ
る
。
国
道
三
三
号
線
は
、
昭
和
二
七
年
一

二
月
、
一
級
国
道
に
昇
格
し
、
数
年
後
に
は
全
面
的
な
改
修
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。

三
九
年
四
月
、
落
合
隣
道
が
、
四
一
年
二
月
、
久
万
町
の
バ
イ
パ
ス
開
通
と
ハ
イ
ス

ピ
ー
ド
で
工
事
が
進
み
、
四
二
年
八
月
に
は
改
修
工
事
が
完
了
し
た
。
国
鉄
は
急
行

四
一
〇

バ
ス
を
運
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
松
山
、
高
知
間
が
三
時
間
半
に
短
縮
さ
れ
た
。

大
野
好
隆
が
終
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
二
年
に
提
唱
し
た

「
峠
御
堂
随
道
」

は
、

実
現
の
方
向
に
向
か
っ
た
。
大
野
が
初
め
て
峠
御
堂
隣
道
を
提
唱
し
た
当
時
は
、

「
川
瀬
地
域
と
久
万
を
結
ぶ
最
短
距
離
と
し
て
大
事
な
も
の
で
あ
り
、
産
業
・
文
化

の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」

と
し
て
唱
え
た
の
で
あ
っ
た
。
が
、
時
い

ま
だ
熟
せ
ず
、
単
な
る
夢
物
語
と
し
て
、
町
民
の
冷
笑
を
あ
び
た
。
彼
亡
き
あ
と
、

一
〇
年
近
く
な
っ
た
昭
和
三
六
年
九
月
二
二
日
に
、
峠
御
堂
線
の
起
工
式
が
行
わ
れ

た
。
四
六
年
二
月
に
は
、
い
よ
い
よ
峠
御
堂
隣
道
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
四
九
年

一
一
月
二
一
日
、
峠
御
道
線
の
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
路
線
の
開
通
に
よ
り
、

古
岩
屋
の
開
発
が
、
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

国
道
三
三
号
線
の
改
修
は
、
三
坂
峠
を
観
光
地
と
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
峠
御
堂

峠御連隊道

線
の
開
通
は
、
名
勝
地
と
し
て
国
の

指
定
を
受
け
て
い
た

(
昭
和
一
九
年

一
一
月
七
日
指
定
)
古
岩
屋
を
観
光
開

発
へ
と
、
大
き
く
進
展
さ
せ
た
。

道
路
網
が
整
備
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
も
大

き
く
様
変
わ
り
を
し
て
い
っ
た
。
三

五
年
か
ら
久
万
郷
の
開
田
事
業
が
検

討
さ
れ
て
い
た
が
、
四
〇
年
に
な
る

と
、
い
よ
い
よ
東
明
神
地
域
の
圃
場

整
備
事
業
が
一
〇
月
か
ら
始
め
ら
れ
、

四
二
年
に
は
畑
野
川
地
域
、
四
四
年



に
は
上
直
瀬
地
域
と
、
い
ず
れ
も
二
か
年
の
継
続
事
業
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
林
業

の
町
と
し
て
良
材
を
産
出
し
て
い
る
久
万
町
に
、
木
材
市
場
が
で
き
、
そ
の
落
成
を

祝
う
初
市
が
四
四
年
一
〇
月
一
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
辻
に
営
林
署
の
直
営
市

場
と
落
合
や
野
尻
に
も
開
設
さ
れ
、
現
在
町
内
に
四
か
所
の
木
材
市
場
が
あ
る
ま
で

に
な
っ
た
。
更
に
平
成
二
年
に
は
、
県
の
林
業
試
験
場
が
大
字
菅
生
、
宮
ノ
前
に
開

設
さ
れ
、
林
業
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
、
町
内
外
か
ら
あ
つ
い
視
線
が
注
が
れ

て
い
る
。

標
高
七
二
〇
㍍
の
三
坂
峠
が
、
中
央
か
ら
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
移
入
に
、
大

き
な
障
碍
と
な
っ
て
お
り
、
伊
予
の
北
海
道
と
い
う
あ
ま
り
あ
り
が
た
く
な
い
異
名

で
呼
ば
れ
て
き
た
。
標
高
五
〇
〇
㍍
の
久
万
町
は
、
平
坦
地
の
気
温
に
比
べ
る
と
、

五
̃
一
〇
度
の
差
が
あ
り
、
雨
量
も
多
い
。
冬
の
寒
気
は
峻
烈
を
ざ
わ
め
、
降
雪
は

交
通
機
関
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
夏
の
冷
気
と
冬
の
積
雪
は
、

自
然
の
恵
み
で
あ
り
、
夏
の
避
暑
に
冬
の
ス
キ
ー
に
と
、
こ
れ
ま
た
大
き
な
観
光
資

源
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
景
観
、
概
要
の
中
か
ら
、
更
に
景
勝
地
や
観
光
施
設
等
に
触
れ
て
お

°

"
「
。
〇
回

を
中
心
と
し
た
松
山
平
野
、
遠
く
に
か
す
ん
で
見
え
る
中
国
山
地
の
山
々
な
ど
は
、

旅
人
の
旅
情
を
慰
め
、
旅
の
疲
れ
を
快
く
い
や
し
て
く
れ
る
。

こ
の
三
坂
峠
は
、
藩
政
時
代
に
要
害
の
地
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
松
山
藩

で
は
文
久
年
間
(
一
八
六
一
̃
一
八
六
四
)
、
す
な
わ
ち
国
論
沸
騰
し
、
内
外
と
も
に

多
事
多
難
の
と
き
、
台
場
を
築
き
、
六
斤
砲
二
門
を
備
え
つ
け
た
。
慶
応
年
間
(
一
八

六
五
̃
一
八
六
八
)

に
入
る
と
、
面
河
村
の
若
山
よ
り
産
出
し
た
鋼
を
使
っ
て
、
前
よ

り
も
大
き
な
砲
二
門
を
鋳
造
し
、
こ
こ
に
備
え
つ
け
た
と
い
う
。
こ
の
三
坂
峠
が
敵

か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ
た
め
に
、
い
か
に
だ
い
じ
な
所
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
い
知
れ

る
。

三
坂
峠
か
ら
の
景
観
を
質
し
て
有
名
無
名
の
客
が
訪
れ
て
い
る
。
記
録
に
よ
る
と

政
岡
子
規
は
明
治
一
四
年
と
二
二
年
に
訪
れ
、
友
人
と
共
に
漢
詩
を
残
し
て
お
り
、

二

名

1

三

坂

峠

旅
人
の
歌
の
ぼ
り
ゆ
く
若
葉
か
な

こ
の
句
は
、
松
山
が
生
ん
だ
俳
聖
正
岡
子
規
が
、
三
坂
峠
に
立
っ
て
作
っ
た
も
の

で
あ
る
。

標
高
七
一
一
〇
㍍
の
三
坂
峠
か
ら
眺
め
る
国
立
公
園
瀬
戸
内
海
の
島
々
と
、
松
山
城
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そ
の
詩
碑
が
昭
和
三
六
年
九
月
に
建
て

ら
れ
た
。
次
は
そ
の
碑
文
で
あ
る
。

〇

三

坂

即

事

草
履
単
衣
斑
竹
杖

(
草
履

単
衣

竹
杖

斑
な
り
)

孤
村
七
月
聴
綿
蛮

(
孤
村
の
七
月

綿
蛮
を
聴
く
)

青
々
稲
長
恵
原
里

(
青
々
稲
は
長
ず

恵
原
の
里
)

淡
々
雲
懸
三
阪
山

(
淡
々
雲
は
懸
る

三
阪
の
山
)

○

越

三

坂

嶺

正岡子規の詩碑
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三
坂
山
頭
凸
又
凹

層
層
雲
霧
掛
松
梢

蓼
蓼
市
達
人
行
少

無
奈
山
家
乏
美
希

三
坂
山
頭

凸
ま
た
凹

層
々
た
る
雲
霧

松
梢
に
掛
る

家
々
市
遠
く

入
行
少
し

山
家
美
希
に

乏
し
き
を
い
か
ん
せ
ん

〇

三

坂

望

松

山

城

歌
危
小
径
砲
農
行

(
歌
危
た
る
小
径

農
を
破
っ
て
行
く
)

松
樹
蒲
森
組
世
情

(
松
樹
蒲
森

絶
世
の
情
)

独
停
竹
節
回
首
望

(
独
り
竹
節
を
停
め

首
を
回
ら
し
て
望
め
ば
)

山頭火の句碑

三坂峠から眺めた松山平野

四
二
一

白
雲
湧
処
是
松
城

(
白
雲
湧
く
処

こ
れ
松
城
)

昭
和
五
七
年
四
月
に
は
、
種
田
山
頭
火
の
句
碑
も
で
き
た
。

正
面

秋
風
あ
る
い
て
も
あ
る
い
て
も

側
面

晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
酔
う
た
り
覚
め
た
り
秋
は
行
く

揮
毒
は
、
松
山
市
の
一
軍
魔
王
、
白
扇
が
し
て
い
る
。

愛
媛
と
高
知
を
結
ぶ
重
要
な
動
脈
と
し
て
、
国
道
三
三
号
線
が
開
通
し
た
の
は
明

治
二
五
年
で
あ
る
。
以
来
、
そ
の
沿
道
は
い
ろ
い
ろ
と
変
化
を
遂
げ
て
き
た
。
高
知

ま
で
の
長
い
道
の
り
を
、
な
ん
と
か
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
沿
線
に
桜
を
植
え
た

り
も
し
た
。
特
に
昭
和
三
五
年
に
は
町
当
局
の
側
面
的
な
援
助
の
も
と
、
峠
に
有
志

の
手
で
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
展
望
台
を
作
っ
た
り
し
た
。
三
六
年
に
は

「
久
万
桜
樹
会
」

を
組
織
し
て
桜
を
植
え
た
り
も
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
足
が
か
り
を
作
っ
た
。

四
一
年
七
月
、
伊
予
鉄
の
手
に
よ
っ
て
、
三
坂
峠
の
町
有
地
に
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が

建
設
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
で
三
坂
峠
が
観
光
地
と
し
て
、
春
の
新
緑
、
夏
の
納
涼
、

秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
見
と
、
四
季
を
通
じ
て
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
と

な
り
、
足
を
止
め
る
人
も
多
く
な
っ
た
。

ま
た
、
愛
媛
県
は
昭
和
四
二
年
に
、
三
坂
峠
を
含
め
て

「
皿
ケ
嶺
連
峰
愛
媛
県
立

自
然
公
園
」

の
指
定
を
行
っ
た
。

2

皿
ケ
嶺
連
峰
県
立
自
然
公
園

三
坂
峠
か
ら
北
東
の
方
向
に
の
び
る
連
峰
は
、
昭
和
四
二
年
に
愛
媛
県
が
、
「
皿

ケ
嶺
連
峰
愛
媛
県
立
自
然
公
園
」

に
指
定
し
た

「
皿
ケ
嶺
連
峰
」

で
あ
る
。

温
泉
郡
と
上
浮
穴
郡
の
境
と
な
っ
て
い
る
山
の
陵
線
は
、
か
っ
こ
う
の
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
特
に
中
央
に
広
が
る
丘
陵
は
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
と
な
っ
て
お



笛ケ滝公園笛ケ滝公園のスキー場

り
、
皿
ケ
嶺
キ
ャ
ン
プ
場
(
標
高
一
二
七

一
㍍
)
で
、
戦
前
は
松
山
連
隊
の
演
習

場
と
し
て
、
ま
た
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
発
翔

地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
広
大
な

熊
笹
の
原
は
、
夏
季
の
キ
ャ
ン
プ
だ
け

で
な
く
、
冬
季
に
は
ス
キ
ー
場
と
も
な

る
。皿

ケ
嶺
の
頂
上
か
ら
は
、
松
山
平
野

や
瀬
戸
内
海
の
眺
望
だ
け
で
な
く
、
霊

峰
石
鎚
を
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
登

山
客
も
多
い
。

3

笛
ケ
滝
公
園

上
野
尻
に
あ
る
笛
ケ
滝
公
園
は
、
明

治
三
三
年
に
設
置
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
そ
の
昔
、
公
園
の
裏
手
に
小
さ
な
滝

が
あ
っ
て
、
そ
の
滝
の
そ
ば
で
、
高
貴

な
お
方
が
笛
の
練
習
を
し
て
い
た
」

と

い
う
伝
説
的
な
言
い
伝
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
か
ら
だ
れ
い
う
と
な
く
、
「
笛
ケ

滝
」

と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
。
そ
の
地

名
を
公
園
の
名
に
し
た
よ
う
だ
。

通
称
「
馬
頭
池
」

と
い
う
農
業
用
の

溜
池
が
あ
り
、
そ
の
前
面
に
は
数
十
本

古岩屋の奇岩国民宿舎古岩屋荘
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の
老
松
が
あ
る
。
そ
の
中
に
桜
や
ツ
ツ

ジ
、
白
カ
バ
な
ど
が
あ
り
、
四
季
を
通

し
て
町
民
憩
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
夏

は
涼
を
求
め
て
キ
ャ
ン
プ
に
来
る
客
も

あ
れ
ば
、
冬
は
降
雪
時
に
ス
キ
ー
を
楽

し
む
人
も
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
で
ソ
フ
ト

や
野
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
、
う
ち
興

ず
る
人
も
い
る
。
夜
間
の
照
明
設
備
も

整
っ
て
お
り
、
町
外
か
ら
の
客
も
多
い
。

昔
は
、
馬
場
が
あ
っ
て
草
競
馬
も
楽

し
め
た
。
招
魂
堂
と
い
う
大
き
な
建
物

も
あ
っ
た
。
桜
の
こ
ろ
に
、
こ
の
お
堂

で
宴
を
開
く
人
も
い
た
が
、
終
戦
後
に

と
り
除
け
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
な
姿
に

変
貌
し
た
。

4

古

岩

屋

峠
御
堂
線
が
開
通
す
る
と
、
久
万
か

ら
下
畑
野
川
、
古
岩
屋
、
岩
屋
寺
、
面

河
漢
へ
の
ル
ー
ト
が
観
光
コ
ー
ス
と
し

て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

古
岩
屋
が
名
勝
地
と
し
て
文
部
省
よ

り
昭
和
一
九
年
に
指
定
を
受
け
た
。
昭

和
三
九
年
に
は
県
か
ら

「
四
国
カ
ル
ス

四
二
二
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卜
自
然
公
園
」

の
一
角
と
し
て
指
定
も
受
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
、

古
岩
屋
の
開
発
診
断
が
行
わ
れ
た
り
、
調
査
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
総
合
的
な
開
発

と
し
て
①
昔
か
ら
の
へ
ん
ろ
道
の
整
備
、
②
嵯
峨
山
の
冷
泉
の
活
用
と
宿
泊
施
設
、

③
一
遍
上
人
遊
行
の
地
に
ち
な
む
環
境
整
備
、
④
宿
泊
客
の
ま
か
な
い
に
地
元
特
産

品
の
活
用
等
々
が
検
討
さ
れ
た
。

ま
ず
手
初
め
に
、
へ
ん
ろ
道
を
復
活
さ
せ
て
遊
歩
道
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

後
日
、
環
境
庁
や
建
設
省
の
肝
入
り
で

「
四
国
の
み
ち
」
が
開
通
す
る
が
、
そ
の
際

県
下
で
い
ち
ば
ん
最
初
に
開
通
し
た
原
動
力
と
な
っ
た
。
冷
泉
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

で
は
、
量
と
質
の
分
析
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ル
カ
リ
単
純
泉
で
、
神
経
痛

や
リ
ュ
ー
ウ
マ
チ
に
効
果
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

昭
和
四
九
年
に
は
、
環
境
庁
の
認
可
を
得
て
「
国
民
宿
舎
古
岩
屋
荘
」

(
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
三
階
建
)
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
国
民
宿
舎
は
国
が
指

定
し
た
自
然
公
園
の
中
で
な
い
と
建
設
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
窓
の
外
に
は
奇
岩

の
岩
肌
が
眺
め
ら
れ
、
ロ
ビ
ー
の
壁
面
に
は
一
遍
上
人
遊
行
の
絵
巻
物
の
一
部
を
拡

大
し
た
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
壁
画
が
あ
る
。
宿
泊
定
員
は
一
一
六
名
で
、
和
室
大
広

間
や
会
議
室
も
あ
る
。
ま
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
も
完
備
し
て

い
る
。
古
岩
屋
荘
の
年
度
別
利
用
客
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
一
四

三

観
光
施
設

1

ふ
る
さ
と
旅
行
村

農
林
省
が
進
め
る
農
村
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
旅
行
村
が
下
畑
野

川
に
昭
和
五
二
年
七
月
三
〇
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
事
業
の
中
に

「
自
然
休
養
村

事
業
」

が
あ
り
、
そ
の
指
定
を
四
七
年
に
受
け
て
施
工
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
農
林

家
の
経
営
の
向
上
と
安
定
を
図
り
、
都
市
生
活
者
に
農
林
業
の
体
験
と
休
養
の
場
を

提
供
し
、
観
光
交
流
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
、
農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業
や
中
規
模
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
区
整

備
事
業
を
導
入
す
る
と
共
に
、
町
自
身
も
単
独
事
業
で
事
業
を
行
う
な
ど
し
て
、
次

ふるさと旅行村



第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

昭
和
五
七
年
に
は
運
輸
省
の
援
助
を

得
て

「
家
族
旅
行
村
」
が
建
設
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
五
九
年
七
月
二
七
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
家
族
旅
行
村
は
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
と
共

に
、
大
型
テ
ン
ト
に
よ
る

「
テ
ン
ト

村
」
、
そ
の
炊
飯
設
備
か
ら
総
合
的
な

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
ま
で
と
、
大

規
模
な
施
設
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
村
が
、
こ
の
施
設
を
も
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、
古
岩
屋
荘
と
共
に
、

自
然
を
生
か
し
た
大
型
の
レ
ジ
ャ
ー
施

設
が
で
き
た
。

古
い
茅
葺
き
の
民
家
や
土
蔵
、
天
井

に
絵
馬
を
持
つ
辻
堂
、
山
村
資
料
館
に

炭俵と切り炭

リンゴ園でリンゴ狩りを楽しむ家族づれ

い
て
作
っ
た
炭
火
で
焼
く
な
ど
、
都

会
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
手

料
理
が
楽
し
め
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
グ
ラ
ン
ド
で
は
各
種
の
ス
ポ
ー

ツ
が
楽
し
め
る
し
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス

も
備
え
て
お
り
、
各
種
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

リ
ン
ゴ
園
は
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と

「
四
国
で
リ
ン
ゴ
狩
り
」

が
楽
し

め
る
と
は
珍
し
い
と
い
っ
て
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
う
。
ま
た
、
ぶ
ど
う

狩
り
や
な
し
狩
り
、
い
も
掘
り
や
と

は
農
林
業
の
生
活
を
浮
き
彫
り
に
す
る
資
料
が
、
三
〇
〇
〇
点
を
越
え
る
膨
大
な
も

の
が
収
納
、
展
示
さ
れ
る
な
ど
、
久
万
町
の
昔
の
人
々
の
生
活
を
偲
ば
せ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

バ
ン
ガ
ロ
ー
は
木
立
ち
の
中
に
あ
り
、
一
軒
ず
つ
独
立
し
た
家
屋
の
よ
う
で
あ
る
。

テ
ン
ト
は
二
四
張
が
夏
の
間
、
常
設
さ
れ
て
お
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
別
荘
気
分
が
満
喫
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

食
事
は
釣
堀
で
釣
っ
た
川
魚
、
き
の
こ
園
で
採
っ
た
シ
イ
タ
ケ
を
、
炭
が
ま
で
焼
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う
き
び
狩
り
な
ど
も
、
ふ
る
さ
と
村
の
近
く
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

ふ
る
さ
と
旅
行
村
の
観
光
事
業
は
、
久
万
町
に
大
き
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

「
久
万
観
光
農
業
生
産
組
合
」
や
「
久
万
高
原
観
光
リ
ン
ゴ
研
究
会
」
「
久
万
高
原
木

彫
会
」
な
ど
と
数
多
く
の
組
織
が
結
成
さ
れ
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
都
市

部
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
り
、
高
知
市
と
の
交
流
を
は
じ
め
、
消
費
者
団
体
と
の
交

流
や
ふ
る
さ
と
農
園
の
開
設
な
ど
と
多
彩
な
も
の
が
あ
る
。
昭
和
五
九
年
か
ら
は
関

東
や
関
西
の
修
学
旅
行
生
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

2

四
国
の
み
ち

四
国
の
み
ち
と
い
う
の
は
、
昔
か
ら
四
国
八
八
ケ
寺
を
巡
拝
す
る

「
お
へ
ん
ろ
さ

ん
」
が
歩
い
て
い
た
道
で
あ
る
。
四
国
巡
礼
の
道
を
環
境
庁
と
建
設
省
の
肝
入
り
で
、

復
活
さ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
復
活
さ
せ
る
と
い
っ
て
も
、
車
社

四
一
五
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会
の
波
で
廃
止
さ
れ
た
よ

う
な
山
道
で
あ
り
、
改
修

す
る
人
も
な
く
、
荒
れ
る

ま
ま
に
す
て
お
か
れ
て
い

た
。
そ
れ
だ
け
に
復
元
に

は
、
多
く
の
日
数
と
経
費

を
要
し
た
。
久
万
町
で
は

大
宝
寺
と
岩
屋
寺
と
を
結

ぶ
路
線
が
五
六
年
か
ら
整

備
さ
れ
は
じ
め
、
五
七
年

に
は
開
通
し
た
。
へ
ん
ろ

道
ば
か
り
で
な
く
、
札
所

周
辺
の
名
所
旧
跡
へ
通
ず

る
道
も
整
備
さ
れ
、
歩
く

リンゴ狩りを楽しむ親子

四
一
六

親
戚
が
、
土
佐
町
で
リ
ン
ゴ
栽
培
を

し
て
い
る
伊
藤
と
い
う
人
物
を
紹
介

し
て
き
た
。

早
速
出
向
い
て
指
導
を
受
け
た
。

そ
の
こ
ろ
土
佐
町
の
リ
ン
ゴ
農
家
で
、

台
風
の
関
係
か
ら
リ
ン
ゴ
を
断
念
し

よ
う
と
す
る
人
が
い
た
。
そ
の
木
を

譲
り
受
け
、
こ
れ
も
千
本
へ
植
え
付

け
た
。
四
〇
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

以
来
、
畑
野
川
を
中
心
に
リ
ン
ゴ

栽
培
を
志
す
人
々
が
増
え
今
日
の
よ

う
に
発
展
し
て
き
た
。
今
で
は
品
種

楽
し
さ
が
増
し
て
い
っ
た
。

3

観
光
リ
ン
ゴ
園

久
万
町
に
リ
ン
ゴ
を
栽
植
し
た
の
は
、
昭
和
三
三
年
に
、
高
知
県
の
池
川
町
よ
り

千
本
ケ
原
へ
、
竹
森
真
一
が
苗
木
三
〇
本
(
阿
波
三
号
と
早
生
旭
の
二
種
類
)
を
持
ち
込

ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
。
竹
森
真
一
は
高
知
県
の
池
川
町
で
二
八
年
か
ら
リ
ン
ゴ
の
栽

培
を
は
じ
め
た
が
、
気
候
に
適
し
な
い
の
か
、
と
か
く
に
思
う
よ
う
な
成
果
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
適
地
を
探
し
た
結
果
、
千
本
ケ
原
に
目
を
つ
け
た
。

入
植
し
て
リ
ン
ゴ
の
栽
培
を
は
じ
め
た
こ
ろ
は
、
久
万
で
リ
ン
ゴ
が
で
き
た
り
す

る
も
の
か
と
、
周
囲
の
人
々
か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
竹
森
の

も
ず
い
ぶ
ん
と
改
良
さ
れ
、
喬
木
が
綾
化
性
の
も
の
と
な
り
、
観
光
客
が
リ
ン
ゴ

狩
り
を
楽
し
む
に
適
し
た
高
さ
の
木
と
な
っ
て
い
る
。

五
八
年
に
リ
ン
ゴ
研
究
会
が
発
足
し
、
会
員
も
多
く
、
栽
培
面
積
も
全
体
で
約
一

〇
㌶
に
も
及
ぶ
ま
で
と
な
っ
た
。
竹
森
英
輔
は
父
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
リ
ン
ゴ

ジ
ャ
ム
や
ス
ラ
イ
ス
し
て
乾
燥
さ
せ
た
「
チ
ッ
プ
リ
ン
ゴ
」
等
々
、
久
万
町
リ
ン
ゴ

農
家
の
先
頭
に
立
っ
て
、
リ
ン
ゴ
研
究
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

4

ゴ

ル

フ
場

久
万
町
に
は
ゴ
ル
フ
場
が
二
か
所
あ
る
。
東
明
神
の

「
久
万
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
と
、
下
畑
野
川
の

「
愛
媛
ハ
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
あ
る
。

久
万
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
協
和
観
光
株
式
会
社
が
、
ゴ
ル
フ
専
用
の
ク
ラ
ブ

と
し
て
で
は
な
く
、
『
輝
く
太
陽
の
も
と
、
家
族
そ
ろ
っ
て
休
暇
を
楽
し
む
こ
と
の



空から見たカントリークラブのゴルフコース

ハイランドでゴルフを楽しむ人々

カントリークラブのゴルフ場

ハイランドゴルフ場
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光

で
き
る
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
コ
ミ
ニ
テ
ィ
《
喜
び
あ
ふ
れ
る
広
場
)
』
と
し
て
、
昭
和
四
九

年
八
月
一
一
日
に
、
束
明
神
乙
三
二
五
番
地
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

規
模
は
一
八
ホ
ー
ル
、
パ
ー
七
二
、
コ
ー
ス
の
全
長
が
六
三
七
〇
ヤ
ー
ド

(
五
八

二
五
㍍
)

で
あ
る
。

家
族
そ
ろ
っ
て
休
暇
を
楽
し
む
ジ
ョ
イ
フ
ル
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
の
目
標
に
沿
っ
て
、

宿
泊
の
で
き
る
ロ
ッ
ジ
に
。
プ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ま
で
も
備
え
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
六
〇
年
に
は
結
婚
式
や
披
露
宴
も
で
き
る
チ
ャ
ペ
ル
が
建
て
ら
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
東
進
理
事
長
の
ね
ら
い
に
、
利
用
者
の
間
で
は
不
満
の
声
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
が
、
最
近
は
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
大
衆
の
注
目
す
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
利
用
客
が
増
加
し
て
い
る
。
会
員
券
も
市
中
で
は
六
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い

し
て
い
る
ら
し
い
。
県
都
に
近
い
こ
と
と
、
地
の
利
を
生
か
し
た
変
化
に
富
ん
だ

コ
ー
ス
は
、
熊
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
共
に
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

下
畑
野
川
に
昭
和
四
九
年
九
月
一
五
日
、
愛
媛
ハ
イ
ラ
ン
ド
開
発
株
式
会
社
の
手

で
オ
ー
プ
ン
し
た

「
愛
媛
ハ
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」

は
自
然
の
美
し
き
と
空
気

が
清
浄
な
こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
純
然
た
る
ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
。

規
模
は
一
入
ホ
ー
ル
、
パ
ー
七
二
、
全
長
六
四
八
〇
ヤ
ー
ド

(
約
五
八
九
七
㍍
)

コ
ー
ス
の
総
面
積
は
約
一
〇
〇
万
平
方
㍍
で
あ
る
。

近
く
に
民
宿
が
数
軒
あ
り
、
遠
く
県
外
か
ら
の
利
用
客
も
多
い
。
県
外
か
ら
の
利

用
客
は
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
と
共
に
、
「
空
気
が
澄
み
き
っ
て
い
て
美
し
い
」

と

よ
ろ
こ
ぼ
れ
て
い
る
。
会
員
の
利
用
客
で
ほ
と
ん
ど
連
日
満
杯
の
状
態
で
予
約
が
で

き
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。

5

ス

キ
ー
場

上
浮
穴
郡
は
四
国
の
北
海
道
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
冬
季
の
積
雪
は
相
当
な
も
の

四
一
七
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四
一
八

スキー場サマースキー場

で
あ
る
。
J
R
の
バ
ス
が
不
通
に
な
る

こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。
こ
う
し
た
自

然
条
件
を
生
か
し
て
、
美
川
村
に
大
川

ス
キ
ー
場
が
あ
り
、
小
田
町
に
は
小
田

深
山
ス
キ
ー
場
が
あ
る
。
美
川
の
ス

キ
ー
場
は
国
体
の
会
場
と
も
な
る
本
格

的
な
も
の
で
あ
る
。

久
万
町
に
も
古
く
は
三
坂
峠
の
近
く

に
、
小
さ
な
ス
キ
ー
場
が
あ
っ
た
。

(
三
坂
峠
に

「
四
国
ス
キ
ー
発
祥
の
地
」

の

記
念
碑
が
あ
る
)

ミ
ニ
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
あ
ま
り
発
展
し
な
か
っ
た
た
め

に
、
植
林
さ
れ
て
消
滅
し
た
。
以
来
四

〇
数
年
を
経
過
し
た
昭
和
六
〇
年
一
二

月
に
樅
ノ
木
と
い
う
所
に

「
久
万
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
」

が
誕
生
し
た
。

久
万
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
は
、
町
有
地
に

民
間
資
本
を
導
入
し
て
、
全
長
約
六
〇

〇
㍍
の
コ
ー
ス
を
も
つ
、
初
心
者
用
の

ミ
ニ
ス
キ
ー
場
で
あ
る
。
最
近
は
冬
季

の
降
雪
が
少
な
い
の
で
ス
ノ
ー
マ
シ
ン

(
人
口
降
雪
機
)

を
導
入
し
た
り
、
サ

マ
ー
ス
キ
ー
が
楽
し
め
る
な
ど
の
工
夫

も
し
て
い
る
。
施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
ス
キ
ー
場
の
総
面
積

○
ス
ロ
ー
プ
の
長
さ

○
ペ
ア
ー
リ
フ
ト

○
ロ
ー
プ
リ
フ
ト

○
ス
ノ
ー
マ
シ
ン

○
圧
雪
車

○
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

○
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー

六
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
〇
〇
m

二
基

(
四
〇
〇
m
)

一
基

(
五
〇
m
)

二
一
基

一
台

三
台

一
〇
〇
〇
台

○
他
に
チ
ビ
ッ
コ
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
(
八
〇
〇
台
駐
車
可
能
)
、
食
堂
(
一
二
〇
〇
人
)
等

が
あ
る
。
ま
た
、
ナ
イ
タ
ー
の
設
備
も
あ
り
、
夜
間
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

6

美
術
館
と
久
万
公
園
は
、
六
編
の
教
育
の
と
こ
ろ
に
記
述
し
て
い
る
の
で
割

愛
す
る
。

四

観
光
協
会

久
万
町
観
光
協
会
は
、
昭
和
六
〇
年
の
四
月
に
発
足
し
た
。
郡
に
観
光
協
会
が
で

き
て
か
ら
三
〇
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
は
久
万
町
役
場
内
の
産
業
課
が

す
べ
て
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
会
長
も
町
長
で
や
っ
て
い
た
。
五
九
年
ご
ろ
か
ら
、

産
業
課
が
片
手
間
で
や
る
よ
う
で
は
、
成
果
が
上
が
り
に
く
い
と
い
う
声
が
高
く
な

り
、
遅
ま
き
な
が
ら
、
六
〇
年
四
月
に
発
足
し
た
。

以
来
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
、
高
岡
晋
作
会
長
以
下
、
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
産
業
課
が
永
年
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
継
承
し
て
の
こ
と
で

あ
る
。



観
光
資
源
の
開
発
や
特
産
品
づ
く
り
、
販
売
ル
ー
ト
の
確
立
、
P
R
等
々
に
、
一

二
五
名
の
会
員
の
総
意
を
結
集
し
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
経
済
問
題
や
政
局
の
問

題
等
に
、
講
師
を
招
曜
し
て
の
講
演
会
を
は
じ
め
、
木
の
フ
ォ
ー
フ
ム
等
を
開
催
し
、

全
国
か
ら
多
く
の
参
会
者
を
得
る
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
活
躍
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
観
光
開
発
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
と
共
に
、
先
進
国
の
視
察
や

現
地
で
の
研
修
会
を
開
く
な
ど
、
交
流
学
習
も
強
力
に
進
め
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
進
め
る
な
か
で
、
宿
泊
部
会
と
物
産
部
会
が
生
ま
れ
た
。
今
後
更
に
大
き
な

発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
宣
伝
部
会
な
ど
も
生
ま
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

イ

ベ

ン

ト

1

ふ
る
さ
と
旅
行
村

久
万
町
で
は
、
昭
和
四
七
年
度
に
自
然
休
養
村
事
業
の
指
定
を
受
け
、
農
山
村
の

す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
、
農
林
家
の
経
営
安
定
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市

生
活
者
に
健
康
的
な
農
業
体
験
や
休
養
の
場
を
提
供
す
る
リ
ゾ
ー
ト
空
間
の
形
成
を

目
的
と
し
て
、
民
家
の
移
築
や
山
村
歴
史
館
、
売
店
、
体
験
実
習
館
、
釣
堀
、
遊
歩

道
な
ど
各
種
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
。
昭
和
五
五
年
か
ら
は
、
更
に
家
族
旅
行

村
整
備
事
業
を
導
入
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
、
ケ
ビ
ン
等
の
整
備
を

図
り
、
都
市
住
民
と
の
交
流
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
村
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
運
営
し
て
い
る
。

ア

ふ
る
さ
と
村

子
供
ま
つ
り

昭
和
五
五
年
か
ら
始
め
た
子
供
ま
つ
り
も
今
年
で
第
九
回
を
迎
え
た
。
毎
年
五
月

五
日
の
子
供
の
日
に
行
わ
れ
る
こ
の
お
祭
り
は
、
松
山
、
高
知
な
ど
か
ら
約
二
〇
〇

〇
人
の
来
村
者
で
に
ぎ
わ
う
。
内
容
と
し
て
は
、
な
わ
と
び
競
争
、
馬
の
ひ
ず
め
競

第
五
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争
、
輪
ま
わ
し
競
争
、
コ
マ
ま
わ
し
競
争
、
竹
馬
競
争
、
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
催
し
が
毎
年
趣
向
を
変
え
て
行
わ
れ
て
い
る
。

イ

ふ
る
さ
と
村

秋
ま
つ
り

昭
和
五
六
年
に
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
村
秋
ま
つ
り
は
、
子
供
ま
つ
り
と
な
ら
ん
で
、

ふ
る
さ
と
村
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
毎
年
一
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
行
わ
れ

る
こ
の
お
祭
り
は
、
収
穫
祭
な
ど
の
秋
ま
つ
り
を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
都
市
生
活

者
な
ど
の
来
村
者
の
方
の
た
め
に
、
お
も
ち
つ
き
、
み
こ
し
ま
つ
り
、
獅
子
舞
な
ど

郷
土
芸
能
、
竹
と
ん
ぼ
や
わ
ら
ぞ
う
り
の
手
作
り
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2

納
涼
ま
つ
り

納
涼
ま
つ
り
の
始
ま
り
は
、
昭
和
三
四
年
八
月
一
〇
日
に
、
新
し
い
久
万
町
が
誕

生
し
た
祝
賀
で
花
火
大
会
と
、
県
警
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
会
を
開
い
た
こ
と
に

あ
る
。
花
火
大
会
が
恒
例
化
し
て
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
も
芸
が
な
さ
過
ぎ

る
と
い
う
こ
と
で
、
盆
踊
り
を
取
り
入
れ
た
。
四
八
年
に
な
る
と
阿
波
お
ど
り
を
と

り
入
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
徳
島
か
ら
指
導
者
を
招
い
て
、
踊
り
と
共
に
鳴

り
物
の
指
導
も
受
け
た
。
踊
り
子
も
職
場
ご
と
の
連
や
各
種
団
体
の
連
が
で
き
、
商

納涼祭ポスター

店
街
の
七
夕
笹
の
下

を
練
り
踊
る
さ
ま
は
、

豪
勢
な
も
の
で
あ
っ

た
。
商
店
街
は
各
町

内
会
ご
と
に
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
作
り
物

が
あ
り
、
各
戸
の
軒

下
に
な
び
く
笹
飾
り

四
一
九
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産
業
経
済

御用木まつり

は
、
久
万
町
の
一
大
風
物
詩
の
観
を

呈
し
た
。

五
九
年
に
は
、
林
業
の
町
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
を
工
夫
し
ょ
う
と
、
御

用
木
の
か
き
比
べ
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
御
用
木
と
は
、
今
か
ら

三
〇
〇
年
ほ
ど
の
昔
、
松
山
城
の
築

城
に
あ
た
り
、
久
万
か
ら
そ
の
用
材

を
調
達
し
た
と
い
う
。
そ
の
故
事
に

ち
な
み
、
樹
齢
五
〇
年
の
杉
丸
太
、

長
さ
六
㍍
の
も
の
を
、
一
チ
ー
ム
一

一
名
の
荒
子
が
肩
に
か
つ
い
で
町
内

を
駆
け
ぬ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
使
わ
れ
る
用
材
を
御
用
木
と
い
う
。
沿
道
で
は

清
め
の
水
を
用
意
し
て
、
用
材
に
掛
け
る
。
平
成
元
年
に
は
チ
ビ
ッ
コ
達
の
オ
ー
プ

ン
参
加
も
含
め
て
三
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
も
ち
ろ
ん
町
内
だ
け
で
な
く
、
郡
内

は
も
と
よ
り
、
松
山
市
の
方
か
ら
の
参
加
も
あ
る
。

こ
の
御
用
木
ま
つ
り
と
共
に
、
踊
り
も
よ
そ
の
物
ま
ね
や
借
物
で
な
い
も
の
に
し

よ
う
と
、
新
し
く
久
万
音
頭
が
創
作
さ
れ
た
。
久
万
音
頭
の
踊
り
は
簡
単
な
振
り
付

け
な
の
だ
が
、
平
成
元
年
の
今
年
は
、
テ
ン
ポ
を
早
め
た
り
、
サ
ン
バ
風
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
連
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

六
〇
年
か
ら
は
、
三
坂
馬
子
唄
の
全
国
大
会
も
加
わ
っ
た
。
三
坂
馬
子
唄
と
い
う

の
は
、
久
万
郷
の
産
物
が
一
度
久
万
に
集
め
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
馬
の
背
で
松
山
城
下

へ
と
運
ば
れ
た
。
帰
り
に
は
生
活
物
資
を
運
ん
で
帰
る
。
そ
の
道
中
で
馬
子
が
歌
っ

四
二
〇

た
の
が
三
坂
馬
子
唄
で
あ
る
。
町
内
外
か
ら
多
く
の
民
謡
愛
好
家
が
集
ま
り
、
盛
況

で
あ
る
。

花
火
に
久
万
お
ど
り
、
御
用
木
に
三
坂
馬
子
唄
と
、
八
月
の
第
一
土
、
日
は
久
万

町
あ
げ
て
の
盛
大
な
ま
つ
り
と
な
っ
て
い
る
。
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
町
民
の
意
気

込
み
を
表
す
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

六

特

産

物
(
名
産
、
土
産
物
)

1

イ
ヨ
ス
ダ
レ

イ
ヨ
ス
ダ
レ
は
、
久
万
町
霧
降
西
野
川
に
自
生
し
て
い
る
天
然
記
念
物
の
イ
ヨ
竹

を
編
ん
で
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
宮
中
の
御
簾
と
し
て
使
わ
れ
た
と

い
う
。
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
(
別
項
参
照
)

2

茶

藩
政
時
代
か
ら
久
万
の
特
産
品
で
あ
る
。
気
候
と
土
質
に
適
し
て
い
る
の
で
松
山

藩
が
奨
励
し
た
。
ま
た
こ
の
茶
の
価
格
を
め
ぐ
っ
て
百
姓
一
揆
が
起
き
た
こ
と
も
あ

る
。
町
内
で
は
直
瀬
地
域
で
、
郡
内
で
は
美
川
、
面
河
に
、
甘
味
の
あ
る
良
質
の
茶

が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

3

饅

頭

「
お
こ
う
万
寿
」

と

「
お
こ
う
饅
頭
」

は
、
も
と
も
と
同
じ
系
列
の
も
の
で
あ
る
。

味
も
大
差
が
な
い
。
「
お
も
ご
饅
頭
」
も
同
じ
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
製
法
に
多
少

の
改
善
工
夫
を
凝
ら
し
、
独
特
の
も
の
と
し
た
。
い
ず
れ
も
久
万
を
代
表
す
る
銘
菓

で
あ
る
。

4

で
ん
こ
人
形

藤
井
潤
二

(
当
時
久
万
中
学
校
長
)
が
、
久
万
は
林
業
の
町
で
あ
り
な
が
ら
、
木
材



でんこ人形乾燥しいたげ

を
使
っ
た
特
産
品
の
な
い
こ
と
を
憂
い
、

教
職
員
と
共
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
創
作

し
た
。

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
(
通
称
で
ん
ち
)
を

着
て
ふ
と
こ
ろ
に
手
を
入
れ
た
姿
は
、

久
万
地
方
の
冬
の
子
供
た
ち
の
姿
そ
の

も
の
で
あ
る
。
山
の
子
の
素
朴
な
表
情

と
愛
ら
し
い
姿
は
郷
土
色
ゆ
た
か
で
、

識
者
の
間
で
も
好
評
を
得
て
お
り
、
昭

和
二
九
年
に
は
意
匠
登
録
も
受
け
て
い

る
。
製
造
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
量

産
で
き
な
い
の
が
悩
み
の
た
ね
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
手
造
り
の
良
さ
も
あ
る
。

5

椎

茸

椎
茸
は
お
茶
と
な
ら
ん
で
古
く
か
ら
、

少
量
で
は
あ
る
が
生
産
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
木
炭
の
需

要
が
減
っ
た
の
で
、
そ
の
原
木
で
あ
る

な
ら
や
く
ぬ
ぎ
を
使
っ
て
椎
茸
の
栽
培

を
始
め
た
の
で
あ
る
。
年
々
栽
培
技
術

も
向
上
し
、
生
産
組
合
も
で
き
た
。
生

も
い
い
が
乾
燥
し
た
も
の
の
方
が
風
味

豊
か
で
、
長
期
保
存
に
耐
え
ら
れ
る
と

磨き丸太トマトの栽培

第
五
章

観
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共
に
輸
送
に
も
便
利
で
あ
る
。

6

磨
き
丸
太

久
万
の
木
材
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

て
、
良
質
の
も
の
が
生
産
さ
れ
る
。
人

工
林
の
造
成
と
篤
林
家
の
努
力
で
、
建

築
用
材
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
四
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
京
都
北
山

の
磨
き
丸
太
の
生
産
技
術
が
導
入
さ
れ
、

無
節
の
絞
り
丸
太
が
床
柱
用
と
し
て
生

産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

絞
り
丸
太
に
は
、
天
然
の
も
の
と
人

工
の
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
市
場

で
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
、
久
万
山
の

真
価
を
高
め
て
い
る
。

7

桃
太
郎
ト
マ
ト

昭
和
四
五
年
、
米
作
の
減
反
政
策
が

始
ま
り
、
そ
の
転
換
作
物
と
し
て
ト
マ

ト
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
ト
マ
ト
は
も

と
も
と
連
作
を
嫌
う
作
物
だ
け
に
、
土

作
り
に
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
工
夫
と
努

力
が
重
ね
ら
れ
た
。
化
学
肥
料
を
使
っ

て
栽
培
し
て
い
た
先
進
地
が
、
久
万
の

ト
マ
ト
は
一
〇
年
も
す
れ
ば
駄
目
に
な

四
二
一



第
四
編

産
業
経
済

る
と
い
っ
て
い
た
。

一
〇
年
を
経
過
し
た
こ
ろ
に
は
、
京
阪
神
の
市
場
で
久
万
の
桃
太
郎
ト
マ
ト
は
、

高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
一
五
年
を
経
た
昭
和
六
〇
年
に
は
売
上

げ
額
が
五
億
円
を
突
破
し
た
。
平
成
元
年
に
は
七
億
円
と
な
っ
た
。
こ
の
む
き
だ
と

一
〇
億
円
に
達
す
る
の
も
夢
で
は
な
い
。

そ
れ
も
生
産
者
の
努
力
と
研
鎖
の
賜
で
あ
る
。
バ
ー
ク
堆
肥
と
上
直
瀬
に
あ
る
肉

牛
繁
殖
セ
ン
タ
1
の
厩
肥
を
利
用
し
て
の
土
作
り
、
更
に
は
生
産
技
術
の
向
上
が
、

二
〇
年
に
近
く
な
る
ト
マ
ト
生
産
に
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

国
か
ら
の
産
地
指
定
を
受
け
、
菅
生
に
あ
る
ト
マ
ト
選
果
場
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
、

数
十
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て
の
フ
ル
操
業
と
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

9

大

根

終
戦
後
日
本
復
興
の
声
が
高
ま
り
、

農
林
業
に
も
そ
の
影
響
は
大
な
る
も
の

が
あ
っ
た
。

農
業
の
あ
り
方
を
考
え
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
、
食
料
不
足
を
解
消
し
ょ
う

と
、
農
村
に

「
よ
ん
え
っ
ち
ク
ラ
ブ
」

が
組
織
さ
れ
た
。
食
料
不
足
が
解
消
さ

れ
た
後
、
農
家
収
入
の
向
上
を
め
ざ
し

た
活
動
、
農
家
の
生
活
の
安
定
を
め
ざ

大根畑

8

ピ

ー

マ

ン

減
反
の
申
し
子
は
ト
マ
ト
だ
け
で
は

な
い
。
ピ
ー
マ
ン
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ピ
「
マ
ン
も
嫌
地
性
の
作
物
で
、
金
肥

(
化
学
肥
料
)

だ
け
で
生
産
し
て
い
た

ら
、
そ
の
生
産
力
は
次
第
に
減
退
し
て

い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
バ
ー
ク
堆
肥
や
厩

肥
の
お
か
げ
で
、
年
々
生
産
高
が
向
上

し
、
そ
の
売
上
げ
額
は
二
億
円
に
達
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

国
の
産
地
指
定
と
、
生
産
者
の
肥
培

管
理
の
よ
さ
が
、
こ
こ
ま
で
高
め
て

ピーマンの栽培

し
た
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
な
か
で

も
下
畑
野
川
の
四
H
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
活
発
で
、
換
金
作
目
を
い
ろ
い
ろ
と
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
大
根
に
利
の
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
根
は
魚
料
理
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
高
知
県
を
主
た
る
市
場
と
し
て
出
荷
し
た
と
こ
ろ
、
好

評
を
得
た
。
ま
た
、
一
年
間
に
二
度
、
三
度
の
収
穫
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現

在
で
は
農
協
を
通
じ
て
出
荷
す
る
人
と
、
自
分
で
青
果
市
場
へ
運
び
込
む
人
、
ま
た

仲
買
業
者
に
直
接
渡
す
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
農
協
を
通
し
た
人
た
ち
だ
け
の
売

上
げ
で
も
七
〇
〇
〇
万
円
を
超
し
て
い
る
。
大
根
生
産
者
の
総
額
は
一
億
を
越
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

1
0

そ

の

他

○
カ
シ
ラ
ン

(
キ
ャ
ベ
ツ
)
は
国
か
ら
の
産
地
指
定
を
受
け
て
、
順
調
に
伸
び
て
は
い
る

が
、
い
ま
一
歩
で
あ
る
。
高
原
野
菜
と
し
て
、
遠
洋
漁
業
に
出
る
人
た
ち
に
は
人
気
が



あ
る
。

○
さ
さ
ゆ
り
の
香
水
や
へ
ち
ま
水
も
若
干
伸
び
て
き
て
い
る
。

○
木
彫
り
の
工
芸
品
は
一
つ
一
つ
の
手
造
り
で
量
産
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
難
点
が
あ
る
。

○
漬
物
は
、
久
万
山
演
と
し
て
人
気
は
あ
る
が
、
材
料
を
生
産
す
る
人
た
ち
が
加
工
に
ま

わ
し
た
が
ら
な
い
の
で
、
年
間
を
通
し
て
需
要
に
応
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

七

今
後
の
課
題

上
浮
穴
郡
は
自
然
の
変
化
に
豊
ん
だ
美
し
い
も
の
は
多
い
が
、
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ

い
。
国
道
三
三
号
線
が
改
修
さ
れ
た
と
は
い
え
、
全
線
二
車
線
の
よ
う
な
も
の
で
、

時
間
的
な
距
離
の
問
題
は
、
今
後
の

真 弓随道

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
三
八
〇

号
線
の
真
弓
隣
道
が
完
成
し
た
と
は

い
っ
て
も
、
三
八
〇
号
線
全
線
が
改

修
さ
れ
て
は
い
な
い
。
峠
御
道
は
で

き
た
が
、
そ
れ
か
ら
先
の
岩
屋
寺
、

面
河
漠
と
結
ぶ
路
線
も
全
線
二
車
線

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
、
高
松
と
高

知
を
結
ぶ
自
動
車
道
が
で
き
、
高
知

へ
の
お
客
が
、
む
こ
う
に
う
は
わ
れ
、

三
三
号
線
を
通
る
お
客
も
減
少
し
て

い
る
。

滞
在
型
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
の
ラ
グ
ビ
ー
揚
が
で
き
た
と
い
え
ど
も
、
小
学

生
以
下
の
子
供
た
ち
に
、
魅
力
あ
る
遊
具
が
少
な
い
。
大
型
の
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
が

ほ
し
い
。

国
定
公
園
面
河
漠
は
、
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
と
も
に
そ
の
観
光
的
価
値
は
高
く

な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
柳
谷
の
四
国
カ
ル
ス
ト
も
世
に
出
、
数
年
を
経
ず
し
て
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
久
万
町
は
ふ
る
さ
と
村
と
古
岩
屋
だ
け
で
な

く
、
美
川
、
面
河
、
柳
谷
、
小
田
深
山
へ
の
客
足
を
、
い
か
に
し
て
と
ど
め
さ
せ
る

か
。
文
化
的
な
も
の
と
し
て
の
美
術
館
に
は
、
遠
来
の
客
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ず

れ
も
通
過
型
の
客
に
過
ぎ
な
い
。
ラ
グ
ビ
ー
場
は
夏
の
間
だ
け
の
も
の
。
ま
た
、
ラ

グ
ビ
ー
場
も
一
面
だ
け
で
は
、
そ
の
将
来
性
に
も
陰
り
が
出
は
じ
め
る
だ
ろ
う
。
ス

キ
ー
場
に
し
て
も
、
そ
の
面
積
の
拡
大
が
望
ま
れ
る
。
郡
内
の
各
町
村
と
連
携
を
密

に
し
、
お
の
お
の
が
そ
の
特
色
を
生
か
し
、
四
季
を
通
し
て
楽
し
め
る
施
設
設
備
の

完
備
が
望
ま
れ
る
。
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